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１ はじめに 
放送局では、多種多様な番組が日々制作されており、

これらを効果的に管理し、利用することが求められてい

る。現在は、放送日時やジャンルなど表層的な情報によ

る管理が主流で、コンテンツの内容を軸とした整理は行

われていない。このため、たとえば「高血圧」に関する

番組には、治療法を説明する健康番組のほか、予防法と

して減塩レシピを紹介する料理番組、対処法として適度

な運動を紹介する情報番組など、ジャンルを超えた様々

な番組があるが、これらを関連付けることができない。 

また、現在、NHK オンデマンド[1]や NHK アーカイブス

[2]では、おすすめ番組として、ユーザが選択した番組

に関連する番組を提示している。この処理では、EPG(電

子番組表)に含まれる番組概要文中の単語の完全一致を

手がかりとして類似番組を提示する[3]ため、上記の例

のように内容自体が類似していない番組を結びつけるこ

とはできない。 

 以上のような問題点に、より柔軟に対応できる番組管

理を実現するために、我々は、任意の番組の関連性を一

覧できるテレビ番組マップ(図 1)を提案する。単語の意

味的なつながりを介して番組を関連付けられるため、番

組管理の拡張のみならず、視聴者向けのコンテンツ推薦

サービスにも役立てることができる。本稿では、番組の

主題と番組内容との関係を推定し、番組間をリンクで結

ぶ手法について述べる。NHK の番組「きょうの健康」を

対象として行った実験結果、提案手法の有効性と問題点

の検証を報告する。 

 

２ 提案手法 
 提案手法では、番組のサブタイトルと概要文（これら

を以後、番組テキストと呼ぶ）、さらに、大規模 Web テ

キストから抽出した単語と単語の関係を記した概念辞書

を入力とする(図 2)。提案手法の処理手順を図 3 に示す。

まず、主題を表す単語を番組テキストから抽出する(図 3,

処理 1)。この処理では、サブタイトルと概要文に共通し

て出現する名詞と、tfidf 値[4]の高い名詞を優先し、主

題を表す単語を 1 つ抽出する。 

次に、概念辞書を用いて、主題と番組の関係を推定す

る。ここで扱う概念辞書とは、大規模 web テキストデー

タから、2 つの単語とその間の関係名を Stijn らの手法

[5]により抽出したものである。たとえば、「高血圧を

防ぐには減塩が有効」といったテキストから、「高血

圧」、「減塩」という 2 単語と、関係名「予防法」を自

動獲得し、3 つ組<高血圧,予防法,減塩>（以下、関係項

目と呼ぶ）の形式で蓄積する。次章で説明する実験では、

以下の 10 種の関係名に対して関係項目 249,119 個を抽

出し概念辞書として利用した。 
 
[関係名リスト] 治療法、症状、予防法、予兆、有益、

原因結果、材料、製品、部分、名物 
 
主題を表す単語が含まれる関係項目のうち、関係名が

番組テキストに出現する場合(図 3, 処理 2-1)、もしく

は、関係項目の他方の単語が番組テキストに含まる場合 

(図 3, 処理 2-2)、その関係項目の関係名を主題と番組

の関係候補とする。たとえば、主題が「高血圧」と推定

された番組で「減塩」という単語が番組テキストに含ま

れていれば、関係項目<高血圧,予防法,減塩>から、主題
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図 2．番組間リンク付与概要 
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図 1. テレビ番組マップ例 (青い丸が主題を表す

単語、オレンジの丸が番組を示す) 
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処理 1.番組テキストから番組の主題を表す単語を抽出 

処理 2-2.主題が出現する概念辞書の関係項目

のうち、他方の単語がテキストに出現するな

らばその関係名を関係候補とする 

処理 3.関係候補を以下の優先順で 1 つに絞り込む 

1. 処理 2-1、処理 2-2 双方で共通な関係候補のうち、番組テキストにおける出現順が早いもの 

2. 処理 2-1 で得られた関係候補のうち、番組テキストにおける出現が早いもの 

3. 処理 2-2 で得られた関係候補のうち、概念辞書上の出現が多いもの、番組テキストにおける出

現が早いもの 

処理 2-1.主題が出現する概念辞書の関係項目

のうち、関係名が番組テキストに出現するな

らばその関係名を関係候補とする 

図 3.処理手順 

「高血圧」と番組との関係候補として「予防法」を獲得

する。複数の関係候補が処理 2-1 と処理 2-2 で得られた

場合は、優先順(図 3,処理 3)に従い 1 つに絞る。 

 

３ 実験 
３－１ 実験方法 
 提案手法の有効性を検証するため、NHK で放送された

「きょうの健康」1,053 番組の番組テキストを対象とし

て、主題抽出と、主題と番組間の関係名を推定する 2 つ

の実験を行った。評価用のデータとして、著者を含まな

い 3 人のアノテータが正解データを作成した。主題は番

組テキストに含まれる名詞から抜き出し、関係名は概念

マップに出現する関係名リスト(「その他」を含めて 11

種）から選択した。 

1,053 番組中、2 人以上で主題および関係名が一致し、

関係名が「その他」でないものは 765 番組であった。こ

れを実験対象とした。 

 

３－２ 実験結果 
主題抽出の評価結果を表 1 に示す。 

 

表 1. 実験結果（主題抽出） 

適合率 

72.0% (551/765) 
 
主題抽出処理で誤抽出した場合、関係名推定処理結果

にも影響する可能性がある。ここでは関係名推定のみの

評価を正当に行うために、主題の正解データを利用して

関係名を推定した。評価結果を表 2 に示す。 

 

表 2. 実験結果（関係名推定） 

適合率 再現率 

60.8% (292/480) 38.2% (292/765) 

 

３－３ 考察 
 主題抽出では、正解を一つに限定する厳しい条件にも

関わらす、適合率が 72.0%と手法の有効性を確認できた。

実際は、不正解と判定されたものでも主題として相応し

いものも存在しており、番組管理やコンテンツ推薦シス

テムなどで利用する処理としては十分な結果が得られて

いる。 

関係名推定では、提案手法で 1 つも関係名を獲得でき

ない番組が 285 番組存在した。そのうち主題の単語自体

が概念辞書に存在しないものが 85 番組、主題の関係項

目は概念辞書に存在するが関係名を獲得できなかったも

のが 200 番組あった。概念辞書に存在しても獲得できな

いケースでは、同義語辞書を参照することで、抽出数を

上げられると考えられる。たとえば、概要文に「脳卒中

のサイン」という記述がある場合、「サイン」が「予

兆」と同義であると特定できれば「予兆」という関係名

が獲得できる。関係名推定処理で誤推定した番組を精査

したところ、69 番組は複数の関係候補から絞り込む過程

で誤判定していた。今回はアドホックな優先順位により

候補の絞り込みを行ったが、今後、優先度の条件を再検

討する必要があると考えられる。 

 

４ まとめ 
 本稿では、テレビ番組マップ生成のための、番組の主

題と番組との関係を推定する手法を提案した。「きょう

の健康」765 番組のサブタイトルと概要文を対象に実験

を行った結果、一定の効果を確認した。今後、適合率、

再現率を上げるとともに、番組推薦システムなどに応用

していく予定である。 
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